
 

２０１８年１２月２０日 

 

「２０１８ワールドマスターズ・広州」で 

近藤亜美選手、鍋倉那美選手が準優勝！  
 

１２月１５日（土）～１６日（日）に中国・広州で開催された「２０１８ワールドマスターズ・広州」

に、当社女子柔道部（監督：柳澤 久）から３名の選手が出場し、近藤亜美選手（４８kg級）、  

鍋倉那美選手（６３kg級）が準優勝、玉置桃選手（５７kg級）が３位に入賞しました。 

 

本大会は、ＩＪＦ（国際柔道連盟）世界ランキング上位１６名の選手のみ（上位選手出場辞退の場合は

以降繰り上がり）が出場する、世界選手権に次ぐ大会です。入賞者にはＩＪＦランキングポイントが加算

されます。（１位１８００点、２位１２６０点、３位９００点） 
 

【大会結果】 ※ＩＪＦランキングは大会出場時点⇒現時点です。 

近藤 亜美 選手（４８kg級・ＩＪＦランキング ７位⇒５位） 準優勝  ※出場者１６名 

１回戦は合技で一本勝、２回戦は優勢勝、準決勝はゴールデンスコアの末に腕挫十字固で一本勝、  

決勝は大外刈で一本負けし、準優勝となりました。 

 

鍋倉 那美 選手（６３kg級・同 ３位⇒３位）  準優勝        ※出場者１７名 

初戦（２回戦）は引込返で一本勝、３回戦は合技で一本勝、準決勝はゴールデンスコアの末に優勢勝、 

決勝はゴールデンスコアの末に横四方固で一本負けし、準優勝となりました。 

 

玉置  桃  選手（５７kg級・同１４位⇒８位）  ３ 位        ※出場者１７名 

１回戦は腕緘で一本勝、２回戦はゴールデンスコアの末に隅落で一本勝、３回戦は反則負け、 

敗者復活戦は優勢勝し、３位決定戦は合技で一本勝、３位に入賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準優勝した近藤亜美選手（左）       準優勝した鍋倉那美選手（左） 

以 上 

 

 

  


